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土壌改良剤の利用に関する研究

1．苗代に対する施用効果について

立　谷　寿　雄・和田山　利　明

（福島県農試）

土壌改良剤の農業への利用はクリリウムの輸入以来検

討され，最近はこの類似品が国内で生産されるようにな

りつつある．土壌改良剤の土壌団粒形成については種々

検討されているので，ここでは苗代を中心にその施用効

果を吟味しようとした．

1．苗代の種類と土壌改良剤施用の効果に

ついて（1961）

実級の方法は本場土壌（逢瀬川沖積PLC）を用い，

それを5，000分の1αポットに塀充し，土壌改良剤4g

を深さSe舵の土壌によく混合し，3日後に湛水し，硫安・

過石・塩加をそれぞれ2gづつ施し播種した．苗代は湛

水下におく水苗代と，過湿状態の折衷軍代の2種類とし，

供試した土壌改良剤はソイラック・ダソリウム・ゴセノ

ールで，育苗期間は5月20日から35日・45日とした．

実　験　の　結　果

第1表．水苗代での苗の生育

項

水筒代では苗ころびが少なく，35日苗の生育は改良剤

を施用しても大差がないが，わずかに優る程度である．

45日苗になると改良剤施用区が茎数増加に良い傾向を示

す（水苗代は高温，湛水下においたため，苗腐敗が発生

し整一でなかった）．
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根長および枚数の場合も同様で．特に根数が改良剤を

施用した場合に多いようであり，分岐板も多い，生体重

および乾物重は大差がなく，35日苗では改良剤施用が良

い．45日常の場合は生体重はやや優っているが，乾物重

は無施用の場合と同様である．
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第2表．折衷苗代での苗の生育

数

項
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折衷苗についても，水苗代と同様の便向がみられる．
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35日苗を男根し水に挿入する方法檻より，処理期間10
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改良剤を施用したものが旺盛である．発根力は水筒＜

折衷苗で，水雷の場合板長が明らかに改良剤を施用した

ものが優っている．折衷苗では改良剤の効果は明らかで

ないが，ゴセノールが特に優っている．
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2．枚群の発達とその部位

苗代で板がどのように分布・発達しているかについ

て，35日苗および45日苗を対象とし掘りあげ，分布をモ

ノリス法に従って模写した．
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これによると水雷の板群の発達は改良剤を施用したも　のは10e潤内外まで疎に分布している．

のは浅く0～6C椚間に密に分布しているが，無施用のも　　3．養分吸収

第4表．水雷代苗養分含有率 （乾物g／100の

名

養分吸収は水苗代では，土壌改良剤を用いたものは

K20，MnO，Si02などの含有率が高く，P205，Nの

含有率が低い．高橋治助らの研究によると，無酸素栽培

下では，K20，MnO，Si02などにいずれも吸収阻害さ

れていると述べている．従って土壌改良剤の施用により

団粒が形成され　潅漑水の診透が良く，土中への02の

供給が良く行なわれ，還元の進行を抑制したためと思わ
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折衷苗代苗の養分含有率は第5表のとおりであるが，

水苗代の場合と若干異なり，養分含有率は無施用と施用

間にその差が少ない．

これは水苗代のように常時湛水下におかれないため，

土壌還元の進行が少なく，団粒化を必要としなかったこ

とによるものといえよう．

第5表・折　衷　百　着　分　含　有　率
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以上のことから苗を質的に考えると，水雷は改良剤を

施用することにより質的に充実し，また苗ころび等も少

なく，改良剤の効果が45日苗ころになり，茎数の増・枚

数増となり現われてくる．折衷苗では還元の進行が少な

く，還元による養分吸収阻害も少なく，質的には改良剤

施用の意義は兄い出されない．

2・保温折衷苗代における土壌改良剤

施用と苗抜きとの関係（1960）
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保温折衷苗代では土壌が固化し，苗抜きが困難で，苗

の断板も多いので，これを土壌改良剤によって改善しよ
うとしたものである．

実験の方法は土壌改良剤ソイラックを3．3，花2当り300

g施し・苗の生育・甫抜き時の抵抗力・断板状況を調査

し・また土壌改良剤の施用によって団粒化している状態

を容積比でみると，固相の占める割合が常に少ないこと

から団粒化の著しいことが明らかである．
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第6表・育苗期間中苗代土壌の2椙の変化
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土壌改良剤を用いると土壌は団粒化することは明白で　e虎は可成り租状態となることは明らかである．

あるが，表層の部分は大した変化はないが下部の5～10

第7表．団　粒　分　析　成　績

折衷苗代跡地の団粒状況

育　　　苗 45　　　日　　　日　（1961）

粒　径
区＿＿名

1．標　　　準
2．ソイラック
3．ダソリウム
4．ゴセノール
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土壌改良剤の団粒化形成の状態をみると第7表のよう

で・ゴセノール・ダソリウムが多く，それにつぎソイラ

ックで無施用より30～60％多く団粒化している．
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生育・苗抜き抵抗力及び断根調査結果は第8表のとお

りである．

第8表・保温折衷苗代における土壌改良剤施用と苗の生育

革

40日苗；語。ダ施用j　2，．2

苗の生育は初期は無施用が良いが，漸次改良剤を施用

したものが優る便向がみられる．

苗抜きの抵抗力と板の切断状況

苗抜き抵抗力をみると30日苗では明らかに改良剤を施

用すると抵抗力が少なくなるが，40日になると反対に大

きくなる・30日苗では280g：350g（タ／本）で無施用の

ものより18％ほど少ない．40日苗になると，530：590（

g／本）となり・改良剤の施用は無施用より12％はど抵抗

力を増し・根の切断も大となる．このことは改良剤の施

用首は30日首では板が浅く，細根が表層に分布している

のに反し，40日苗では深く伸長し，甫抜き抵抗力に変化

を示すものと思われる．
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第9表・保温折衷苗代における土壌改
良剤施用と苗抜きとの関係

（ソイラック使用）　（1960）

区青空日

30日常ほ。タ施貰

40日苗〉莞0g施荒

苗抜きr切断！切断
抵抗力j枚数．板長
（タ／個体）．　％；　％

70．9　54．5

8，．9　54．3

備　考

亘功画板薮

給根数
○切断板長
切断根長
総根長

以上のことから土壌改良剤の苗代施用は大きな効果は

みられないが，還元の進み易い苗代では苗ころぴが少な

く，生育並びに苗質に良い影欝をもたらしている．
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苗抜き作業の困難な折衷苗代では筒抜きを容易にさせ

ているが，育苗期間が長くなると板が深く伸展するの

で，かえって困難となり，断根も多くなるおそれがあ

る．

また改良剤の効果は類似しているが，そのうちでもダ

ソリウム・ゴセノールが優るようである．

水　田深耕に　関す　る　研究

第1報．窒素施肥量と栽植密度の関係

菅　野　　　正・新　妻　芳　弘

（福島県農試）

深耕水田の水稲栽培法については古くから研究されて

いるが，最近大型トラクターの導入に伴い特に関心が高

まっている．一般的な考え方として深耕後の水稲栽培は

多肥密植により，早期に穂数を確保し飛躍的な増収を期

待しているが水稲の生育相は土壌型により相違している

ようである．

福島県には重粘浅耕土水田が3，200血才あって玄米収量

は10（7当り480毎（8陵）内外で安定し肥料の増施は直

ちに倒伏を招くため，それによる増収は期待できない．

このような水田を深耕した場合水稲生育相はどう変り，

さらに安定した飛躍的増収方法がないものかを主として
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揆一灰色，黄燈（2）
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10

28

窒素施肥量と栽植密度を変えて現地試験をしたのでその

結果を報告する．

1．試　験　方　法

1．試験地：福島県安疏郡安穀町大字成田

2．試験地土壌の特徴‥作土が浅く10e孤でその下に約

5C舵の固い鋤床層がある．1Sc椛以下は粘性が極めて強い

埴土であるが細小孔に富み，透水性は比較的良い・F－Fe

は鋤床層に多いが作土にも豊富で水稲板は10C椚以下に少

く，上板が多く地上に露出している（第1図）．
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備　　　　考

LP20513．3・

255；K2034．7；0・28

MnO21．7・

186馳ぢ器・0・25
P．1．3

394　－K．14．0　10．18
Mn51．6

昇温効果
2．1如才／100g

乾土効果
2．30喝／100g

第1図．安横町試験地土壌断面図

3．トラクター耕起：4月17日ホイル型トラクター　1株4本植・2番耕前堆肥，熔燐施用2日後藤水その他

耕；深さ24C邦1200反転　5月5日砕土

4．供託品種・1区面岩：「トワダ」1区18椚㍉3連

制

5．耕種法：4月20日播水苗代育成苗，田植6月1日

の肥料を施し植代掻き，除乳薬剤散布等は慣行どおり・

6．施肥量・栽枯密度‥窒素成分（桓／α）0・81・1・2・

1．5，燐酸0．8，加里0．7，堆肥100，栽植密度（株／3・3桝2）

51．4（30×21C沼）・72（30×15）・90（30×12）．
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